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【要 旨】 

非 ア ル コ ー ル 性 脂 肪 肝 炎 (NASH)患 者 で は 運 動 不 足 や 食 事 の 過 剰 摂 取 が                                   

その発症や 進行に 重要な役割 をして いる。 NASH、非ア ルコール性 脂肪肝

(NAFL)と健常対照者で運動習慣や、食習慣などについてアンケート調査を行                                                                                  

った。男性 NASH 患者では夕食の摂取時間や主食の摂取量、肉料理、揚げ物、

麺類、菓子類の摂取量などの食習慣が健常対照者と有意に異なった。一方、

女性 NASH 患者では主食の摂取量、外食の頻度、菓子類の摂取量で違いが認

められた。また、男性 NASH 患者では有意に運動量が少なかった。肥満のな

い NASH に お い て も 健 常 対 照 と の 比 較 で 食 習 慣 に 違 い を 認 め た 。 ア                                                                                           

ンケート調査の結果からは特に男性 NASH 患者において、食習慣、運動習慣

が病気の発症、進行に強く関与していることが示唆され、男性 NASH 患者の

治療において食生活の是正が重要であると考えられた。これに対し女性 NASH

症例では、食習慣の違いは少なく、遺伝的背景を基盤にもつ生活習慣病のコ

ントロールが重要と思われた。                                    

                                                                              


